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金

岡

秀

友

「

大

元

法

の

成

立

」
（
『

大

倉

山

論

集

』

二

三

、

一

九

八

八

年

） 

・

鏑

木

紀

彦

「

中

世

後

期

の

安

祥

寺

流

に

つ

い

て

」
（
『

ヒ

ス

ト

リ

ア

』

二

五

七

、

二

〇

一

六

年

） 

・

川

上

淳

「

鶴

岡

八

幡

宮

に

お

け

る

供

僧

の

役

割

」
（
『

駒

澤

史

学

』

二

五

、

一

九

七

八

年

） 

・
櫛

田

良

洪
「

関

東

に

於

け

る

東

密

の

展

開

」
（

同
『

真

言

密

教

成

立

過

程

の

研

究

』
山

喜

房

仏

書

林

、
一

九

六

四

年

） 

・
久

保

賢

司
「

享

徳

の

乱

に

お

け

る

足

利

成

氏

の

誤

算

」（

佐

藤

博

信

編
『

中

世

東

国

の

政

治

構

造

』
岩

田

書

院

、

二

〇

〇

七

年

） 

・

黒

田

俊

雄

「

中

世

寺

社

勢

力

論

」
（
『

黒

田

俊

雄

著

作

集

第

三

巻

』

法

蔵

館

、

一

九

九

五

年

、

初

出

一

九

七

五

年

） 
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・

小

森

正

明

「

寺

社

造

営

の

経

済

的

基

盤

と

鎌

倉

府

」
（

同

『

室

町

期

東

国

社

会

と

寺

社

造

営

』

思

文

閣 
 

 

 

出

版

、

二

〇

〇

八

年

） 

・

近

藤

祐

介

「

修

験

道

本

山

派

に

お

け

る

戦

国

期

的

構

造

の

出

現

」
（
『

史

学

雑

誌

』

一

一

九

‐

四

、

二

〇

一

〇

年

） 

・

斎

藤

夏

来

「

室

町

期

関

東

公

方

の

公

帖

発

給

」
（
『

禅

宗

文

化

研

究

所

紀

要

』

二

八

、

二

〇

〇

六

年

） 

・

桜

井

英

治

『

室

町

人

の

精

神

』
（

講

談

社

、

二

〇

〇

一

年

） 

・

佐

々

木

馨

「
『

禅

密

主

義

』

の

成

立

」
（

同

『

中

世

仏

教

と

鎌

倉

幕

府

』

吉

川

弘

文

館

、

一

九

九

七 

年

、

初

出

一

九

九

五

年

） 

・

佐

々

木

守

俊

「

法

琳

寺

大

元

帥

明

王

彫

像

の

成

立

」
（
『

密

教

図

像

』

二

〇

、

二

〇

〇

一

年

） 

・
同
「

理

性

院

の

御

産

御

祈

と

本

尊

画

像

」（

頼

富

本

宏

博

士

還

暦

記

念

論

文

集

刊

行

会

編
『

マ

ン

ダ

ラ

の
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諸

相

と

文

化

』

法

蔵

館

、

二

〇

〇

五

年

） 
・

佐

藤

亜

莉

華

「

三

宝

院

門

跡

満

済

と

報

恩

院

隆

源

」
（
『

史

艸

』

五

七

、

二

〇

一

六

年

） 

・
佐

藤

和

彦
「

一

四
・
一

五

世

紀

東

国

社

会

と

農

民

闘

争

」（

民

衆

史

研

究

会

編
『

民

衆

史

の

課

題

と

方

向

』

三

一

書

房

、

一

九

七

八

年

） 

・

佐

藤

進

一

『

新

版

古

文

書

学

入

門

』

法

政

大

学

出

版

局

、

一

九

九

七

年 

・

佐

藤

博

信

「

雪

下

殿

に

関

す

る

考

察

」
（

同

『

古

河

公

方

足

利

氏

の

研

究

』

校

倉

書

房

、

一

九

八

九

年

、

初

出

一

九

八

八

年

） 

・
同
「

室

町

後

期

の

鎌

倉
・
鶴

岡

八

幡

宮

を

め

ぐ

っ

て

」（

同
『

続

中

世

東

国

の

支

配

構

造

』
思

文

閣

出

版

、

一

九

九

六

年

、

初

出

一

九

九

四

年

） 

・
同
「

妙

本

寺

の

成

立

と

展

開

」（

同
『

中

世

東

国

日

蓮

宗

寺

院

の

研

究

』
、
東

大

出

版

会

、
二

〇

〇

三

年

） 
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・

同

「

鎌

倉

府

に

よ

る

寺

社

支

配

の

一

様

態

」
（

千

葉

大

学

『

人

文

研

究

』

四

五

号

、

二

〇

一

六

年

） 
・

清

水

真

澄

「

阿

弥

陀

堂

勝

長

寿

院

の

建

立

に

つ

い

て

」
（
『

金

沢

文

庫

研

究

』

一

八

、

一

九

七

二

年

） 

・

下

坂

守

「

山

門

使

節

制

度

の

成

立

と

展

開

」
（

同

『

中

世

寺

院

社

会

の

研

究

』
、

思

文

閣

出

版

、

二

〇

〇

一

年

、

初

出

一

九

七

五

年

） 

・

下

村

周

太

郎

「

鎌

倉

幕

府

の

歴

史

意

識

・

自

己

認

識

と

政

治

社

会

動

向

」
（
『

歴

史

学

研

究

』

九

二

四

、

二

〇

一

四

年

） 

・

住

田

炭

考

「

太

元

帥

法

の

研

究

」
（
『

密

教

論

叢

』

二

二

お

よ

び

二

三

、

一

九

四

二

年

） 

・

平

雅

行

「

鎌

倉

仏

教

論

」
（
『

岩

波

講

座

日

本

通

史

』

八

巻

、

岩

波

書

店

、

一

九

九

四

年

） 

・

同

「

定

豪

と

鎌

倉

幕

府

」
（

大

阪

大

学

文

学

部

日

本

史

学

研

究

室

編

『

古

代

中

世

の

社

会

と

国

家

』
、

清

文

堂

出

版

、

一

九

九

八

年

） 
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・
同
「

将

軍

九

条

頼

経

時

代

の

鎌

倉

の

山

門

僧

」
（

薗

田

香

融

編
『

日

本

仏

教

の

史

的

展

開

』
塙

書

房

、
一

九

九

九

年

） 

・

同

「

鎌

倉

山

門

派

の

成

立

と

展

開

」
（
『

大

阪

大

学

大

学

院

文

学

研

究

科

紀

要

』

四

〇

、

二

〇

〇

〇

年

） 

・

同

「

鎌

倉

中

期

に

お

け

る

鎌

倉

真

言

派

の

僧

侶

」
、
『

待

兼

山

論

叢

』

四

三

、

二

〇

〇

九

年

）
、 

・

同

「

鎌

倉

寺

門

派

の

成

立

と

展

開

」
（
『

大

阪

大

学

大

学

院

文

学

研

究

科

紀

要

』 

四

九

、

二

〇

〇

九

年

） 

・
高

橋

慎

一

朗
「

醍

醐

寺

過

去

帳

の

分

析

」（

高

橋

敏

子

編
『

東

寺

に

お

け

る

寺

院

統

括

組

織

に

関

す

る

史

料

の

収

集

と

そ

の

総

合

的

研

究

』
、

科

研

報

告

書

、

二

〇

〇

五

年

） 

・

高

橋

典

幸

「

武

士

に

と

っ

て

の

天

皇

」
（

同

『

鎌

倉

幕

府

軍

制

と

御

家

人

制

』
（

吉

川

弘

文

館

、

二

〇

〇

八

年

、

初

出

二

〇

〇

二

年

） 

・
田

口

寛
「

足

利

持

氏

の

若

君

と

室

町

軍

記

」
（

植

田

真

平

編

著
『

足

利

持

氏

』
戎

光

祥

出

版

、
二

〇

一

六
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年

、

初

出

二

〇

〇

八

年

） 
・
田

代

脩
「

中

世

東

国

に

お

け

る

農

民

闘

争

と

そ

の

基

盤

」（

豊

田

武

博

士

古

希

記

念
『

日

本

中

世

の

政

治

と

文

化

』

吉

川

弘

文

館

、

一

九

八

〇

年

） 

・

同

「

そ

の

後

の

佐

々

目

郷

と

矢

古

宇

郷

」
（
『

埼

玉

県

史

研

究

』

五

号

、

一

九

八

〇

年

） 

・
橘

悠

太
「

南

北

朝

期

に

お

け

る

醍

醐

寺

三

宝

院

光

済

と

室

町

幕

府

」『

日

本

史

研

究

』
六

二

六

、
二

〇

一

四

年

） 

・

谷

口

雄

太

「

足

利

氏

満

の

妻

と

子

女

」
（

黒

田

基

樹

編

『

足

利

氏

満

と

そ

の

時

代

』
、

戎

光

祥

出

版

、

二

〇

一

四

年

） 

・
千

田

孝

明
「

応

永

・

永

享

期

の

日

光

山

」
（

地

方

史

研

究

協

議

会

編
『

宗

教
・

民

衆

・
伝

統

』
雄

山

閣

出

版

、

一

九

九

五

年

） 
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・

外

岡

慎

一

郎

「

鎌

倉

時

代

鶴

岡

八

幡

宮

に

関

す

る

基

礎

的

考

察

」
（
『

中

央

史

学

』

三

、

一

九

八

〇

年

） 
・

富

田

正

弘

「

中

世

東

寺

の

祈

祷

文

書

に

つ

い

て

」
（
『

古

文

書

研

究

』

一

一

、

一

九

七

七

年

） 

・
同
「

室

町

時

代

に

お

け

る

祈

祷

と

公

武

統

一

政

権

」（

日

本

史

研

究

会

史

料

研

究

部

会

編
『

中

世

日

本

の

歴

史

像

』

創

元

社

、

一

九

七

八

年

） 

・

同

「

中

世

東

寺

の

寺

院

組

織

と

文

書

接

受

の

構

造 

付 

寺

僧

一

覧

・

諸

職

補

任

・

索

引

」
（
『

資

料

館

紀

要

』

八

、

一

九

八

〇

年

） 

・

中

嶋

和

志

「

鶴

岡

八

幡

宮

に

お

け

る

供

僧

の

成

立

と

役

割

」
（
『

法

政

史

学

』

四

五

、

一

九

九

三

年

） 

・

中

島

丈

晴

「

中

世

に

お

け

る

関

東

醍

醐

寺

領

の

基

礎

的

考

察

」
（
『

ヒ

ス

ト

リ

ア

』

二

〇

四

、

二

〇

〇

七

年

） 

・
仲

田

順

和
「

醍

醐

寺

文

化

財

の

伝

承
・
保

存

の

心

」
（

永

村

眞

編
『

醍

醐

寺

の

歴

史

と

文

化

財

』
勉

誠

出
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版

、

二

〇

一

一

年

） 
・

長

塚

孝

「

鎌

倉

御

所

に

関

す

る

基

礎

的

考

察

」
（

広

瀬

良

弘

編

『

禅

と

地

域

社

会

』
、

吉

川

弘

文

館

、

二

〇

〇

九

年

） 

・

同

「
『

鎌

倉

年

中

行

事

』

と

海

老

名

季

高

」
（
『

鎌

倉

』

一

〇

八

、

二

〇

一

〇

年

） 

・

永

村

眞

「

鶴

岡

八

幡

宮

寺

両

界

壇

所

の

成

立

と

存

続

の

要

因

」
（
『

神

奈

川

県

史

研

究

』

五

〇

、

一

九

八

三

年

） 

・

同

「

醍

醐

寺

報

恩

院

と

走

湯

山

密

厳

院

」
（
『

静

岡

県

史

研

究

』

六

、

一

九

九

〇

年

） 

・
同
「
「

院

家

」
と
「

法

流

」
」（

稲

垣

栄

三

編
『

醍

醐

寺

の

密

教

と

社

会

』
山

喜

房

仏

書

林

、
一

九

九

一

年

） 

・

同

「
「

門

跡

」

と

門

跡

」
（

大

隅

和

雄

編

『

中

世

仏

教

と

社

会

』

吉

川

弘

文

館

、

一

九

九

八

年

） 

・

同

「

修

法

と

聖

教

」
（

同

『

中

世

寺

院

史

料

論

』

吉

川

弘

文

館

、

二

〇

〇

〇

年

、

初

出

一

九

九

八

年

） 
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・
同
「

醍

醐

寺

文

化

財

統

合

シ

ス

テ

ム

の

機

能

と

課

題

」（

同

編
『

醍

醐

寺

の

歴

史

と

文

化

財

』
勉

誠

出

版

、

二

〇

一

一

年

） 

・

西

尾

知

己

「

中

世

後

期

寺

社

勢

力

の

構

成

と

機

能

」
（
『

歴

史

評

論

』

七

九

七

、

二

〇

一

六

年

） 

・
原

田

正

俊
「

中

世

後

期

の

国

家

と

仏

教

」
（

同
『

日

本

中

世

の

禅

宗

と

社

会

』
吉

川

弘

文

館

、
一

九

九

八

年

、

初

出

一

九

九

七

年

） 

・
伴

瀬

明

美
「

室

町

期

の

醍

醐

寺

地

蔵

院

」（
『

東

京

大

学

史

料

編

纂

所

研

究

紀

要

』
二

六

、
二

〇

一

六

年

） 

・

藤

井

雅

子

「

南

北

朝

期

に

お

け

る

三

宝

院

門

跡

の

確

立

」
（

同

『

中

世

醍

醐

寺

と

真

言

密

教

』
、

勉

誠

出

版

、

二

〇

〇

八

年

、

初

出

二

〇

〇

二

年

） 

・

同

「

三

宝

院

・

三

宝

院

流

と

醍

醐

寺

座

主

」
（

同

右

） 

・

同

「

室

町

時

代

に

お

け

る

三

宝

院

門

跡

の

実

態

」
（

同

右

） 
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・

同

「

後

宇

多

法

皇

と

醍

醐

寺

諸

院

家

と

の

関

わ

り

」
（

同

右

） 
・

同

「

南

北

朝

の

動

乱

と

醍

醐

寺

」
（

永

村

眞

編

『

醍

醐

寺

の

歴

史

と

文

化

財

』
、

勉

誠

出

版

、

二

〇

一

一

年

） 

・

同

「

三

宝

院

門

跡

と

門

徒

」
（
『

日

本

女

子

大

学

紀

要 

文

学

部

』

六

五

、

二

〇

一

五

年

） 

・
同
「

中

世

に

お

け

る

三

宝

院

門

跡

の

確

立

と

存

続

」（

永

村

眞

編
『

中

世

の

門

跡

と

公

武

権

力

』
戎

光

祥

出

版

、

二

〇

一

七

年

）
、 

・

藤

井

万

喜

太

「

日

光

山

常

行

堂

源

頼

朝

遺

骨

の

検

討

」
（
『

歴

史

地

理

』

六

八-

五

、

一

九

三

八

年

） 

・
細

川

重

男
「

右

近

衛

大

将

源

惟

康

」
（

同
『

鎌

倉

北

条

氏

の

神

話

と

歴

史

』
日

本

史

史

料

研

究

会

、
二

〇

〇

七

年

、

初

出

二

〇

〇

二

年

） 

・

細

川

武

稔

『

京

都

の

寺

社

と

室

町

幕

府

』
（

吉

川

弘

文

館

、

二

〇

一

〇

年

） 
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・

松

尾

剛

次

「

中

世

都

市

鎌

倉

」
（

五

味

文

彦

編

『

都

市

の

中

世

』

吉

川

弘

文

館

、

一

九

九

二

年

） 
・

松

岡

隆

史

「

室

町

期

に

お

け

る

醍

醐

寺

座

主

の

出

自

考

察

」
（
『

古

文

書

研

究

』

七

七

、

二

〇

一

四

年

） 

・

松

永

昇

道

「

大

元

法

私

考

」
（
『

密

宗

学

報

』

二

七

～

二

九

、

一

九

一

五

年

） 

・

三

枝

暁

子

『

比

叡

山

と

室

町

幕

府

』
（

東

京

大

学

出

版

会

、

二

〇

一

一

年

） 

・
峰

岸

純

夫
「

永

仁

元

年

関

東

大

地

震

と

平

禅

門

の

乱

」
（

同
『

中

世 

災

害
・
戦

乱

の

社

会

史

』
、
吉

川

弘

文

館

、

二

〇

一

一

年

、

初

出

一

九

九

三

年

）
。 

・

同

「

戦

国

時

代

足

利

領

の

百

姓

申

状

」
（
『

栃

木

県

史

し

お

り

』

中

世

二

、

一

九

七

五

年

） 

・
村

井

章

介
「

執

権

政

治

の

変

質

」
（

同
『

中

世

国

家

と

在

地

社

会

』
校

倉

書

房

、
二

〇

〇

五

年

、
初

出

一

九

八

四

年

） 

・

森

茂

暁

「

三

宝

院

賢

俊

に

つ

い

て

」
（

同

『

中

世

日

本

の

政

治

と

文

化

』

思

文

閣

出

版

、

二

〇

〇

六

年

、
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初

出

一

九

九

〇

年

） 
・

同

「

五

壇

法

修

法

一

覧

」
（

同

右

） 

・

同

『

満

済

』(
ミ

ネ

ル

ヴ

ァ

書

房

、

二

〇

〇

四

年)
 

・

同

『

室

町

幕

府

崩

壊

』
（

角

川

出

版

、

二

〇

一

一

年

） 

・
山

田

邦

明
「

室

町

期

に

お

け

る

鶴

岡

八

幡

宮

の

所

領

支

配

と

代

官

」（

同
『

鎌

倉

府

と

関

東

』
校

倉

書

房

、

一

九

九

五

年

、

初

出

一

九

八

八

年

） 

・

同

「

享

徳

の

乱

と

鶴

岡

八

幡

宮

」
（

同

右

、

初

出

一

九

八

九

年

） 

・
同
「

遍

照

院

頼

印

と

鎌

倉

府

」
（

同
『

鎌

倉

府

と

地

域

社

会

』
同

成

社

、
二

〇

一

四

年

、
初

出

一

九

九

〇

年

） 

・

山

田

邦

明

「

鎌

倉

府

政

権

の

構

造

と

基

盤

」
（
（

同

『

鎌

倉

府

と

関

東

』

校

倉

書

房

、

一

九

九

五

年

） 
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・
山

家

浩

樹
「

上

総

守

護

宇

都

宮

持

綱

」
（

江

田

郁

夫

編

著
『

下

野

宇

都

宮

氏

』
戎

光

祥

出

版

、
二

〇

一

一

年

、

初

出

一

九

八

九

年

） 

・

同

「
「

延

文

四

年

記

」

記

主

考

」
（

東

寺

文

書

研

究

会

編

『

東

寺

文

書

と

中

世

の

諸

相

』

思

文

閣

出

版

、

二

〇

一

一

年

） 

・
湯

山

学
「

隆

弁

と

そ

の

門

流

」
（

同
『

鶴

岡

八

幡

宮

の

中

世

的

世

界

』
私

家

版

、
一

九

九

五

年

、
初

出

一

九

八

一

年

） 

・

同

「

頼

助

と

そ

の

門

流

」
（

同

右

、

初

出

一

九

八

一

年

） 

・

同

「

定

豪

と

そ

の

門

流

」
（

同

右

） 

・

同

「

山

内

本

郷

の

証

菩

提

寺

と

一

心

院

」
（

同

『

鎌

倉

北

条

氏

と

鎌

倉

山

ノ

内

』
、

私

家

版

、

一

九

九

九

年

、

初

出

一

九

八

三

年

） 
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・

同

「

続

鶴

岡

八

幡

宮

文

書

考

」
（

同

『

中

世

の

鎌

倉

』
、

私

家

版

、

一

九

九

三

年

、

初

出

一

九

八

五

年

） 
・

同
「

伊

豆

山
（

走

湯

山

）
文

書

考

」
（

同
『

鎌

倉

府

の

研

究

』
岩

田

書

院

、
二

〇

一

一

年

、
初

出

一

九

九

一

年

） 

・
横

田

光

雄
「

戦

国

期

鶴

岡

八

幡

宮

の

宗

教

的

権

威

と

後

北

条

氏

」（

同
『

戦

国

大

名

の

政

治

と

宗

教

』
國

學

院

大

學

大

学

院

、

一

九

九

九

年

、

初

出

一

九

九

八

年

） 

・

同

「

戦

国

期

鶴

岡

八

幡

宮

の

歴

史

的

伝

統

と

後

北

条

氏

」
（

同

右

、

初

出

一

九

九

八

年

） 

・
芳

澤

元
「

鎌

倉

後

期

の

禅

宗

と

文

芸

活

動

の

展

開

」（

上

横

手

雅

敬

編
『

鎌

倉

時

代

の

権

力

と

制

度

』
思

文

閣

出

版

、

二

〇

〇

八

年

） 

・

吉

田

通

子

「

鎌

倉

後

期

の

別

当

頼

助

に

つ

い

て

」
（
『

史

学

』

五

四

―

四

、

一

九

八

五

年

） 

・

同

「

鶴

岡

八

幡

宮

寺

の

宗

教

的

特

質

と

そ

の

役

割

に

つ

い

て

」
（
『

日

本

仏

教

史

学

』

二

一

、

一

九

八

六
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年

） 
・

同

「

鎌

倉

永

福

寺

成

立

の

意

義

」
（
『

地

方

史

研

究

』

三

二-

六

、

一

九

八

二

年

） 

・
ロ

ベ

ル
・
デ

ュ

ケ

ン

ヌ
「

阿

吒

婆

倶

曠

野

薬

叉

と

大

元

帥

御

修

法

」（
『

印

度

仏

教

学

研

究

』
二

三

‐

二

、

一

九

七

五

年

） 

・

渡

辺

世

祐

『

関

東

中

心

足

利

時

代

の

研

究

』

新

人

物

往

来

社

、

一

九

七

一

年

、

初

出

一

九

二

六

年

） 
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論
文
の
内
容
の
要
旨 

本

論

文

で

は

、

日

本

中

世

武

家

政

権

下

に

お

け

る

鎌

倉

・

京

の

顕

密

寺

社

の

組

織

や

、

別

当

職

・

院

主

職

と

い

う

寺

社

の

首

長

の

変

遷

過

程

に

注

目

し

な

が

ら

、

中

世

仏

教

の

東

西

そ

れ

ぞ

れ

の

中

心

地

で

あ

っ

た

鎌

倉

・

京

の

仏

教

界

の

関

係

が

ど

の

よ

う

に

変

化

し

て

い

っ

た

の

か

を

検

討

し

た
も

の

で

あ

る

。 

 

こ

の

テ

ー

マ

に

取

り

組

む

た

め

に

本

稿

で

は

、

序

章

「

本

稿

の

視

角

と

課

題

」

に

お

い

て

、

以

下

の

よ
う

な

三

つ

の

課

題

を
設

定

し

た

。 

 

ま

ず

第

一

に

、

南

北

朝

期

以

降

の

鎌

倉

顕

密

寺

社

の

検

討

を

行

う

こ

と

で

あ

る

。

当

該

期

の

東

国

武

家

政

権

た

る

鎌

倉

府

政

権

下

に

お

け

る

寺

社

研

究

は

、

鎌

倉

幕

府

・

室

町

幕

府

政

権

下

に

お

け

る

そ

れ

に

比

し

て

遅

れ

て

い

る

の

が

、

現

状

で

あ

る

。

そ

こ

で

本

稿

で

は

、

鎌

倉

の

勝
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長

寿

院

と

鶴

岡

八

幡

宮

寺

と

い

う

東

国

武

家

政

権

下

で

特

に

重

要

視

さ

れ

た

二

つ

の

寺

院

の

鎌

倉

後

期

か

ら

室

町

期

の

展

開

を

検

討

し

、

中

世

後

期

の

鎌

倉

の

顕

密

仏

教

界

の

実

態

に

迫

る

こ

と

を

目

指
し

た

。 

 

第

二

に

、

室

町

幕

府

と

密

接

な

関

係

を

築

い

た

三

宝

院

を

は

じ

め

と

す

る

、

醍

醐

寺

の

諸

院

家

の

動

向

を

検

討

す

る

こ

と

で

あ

る

。

醍

醐

寺

の

諸

院

家

に

特

に

注

目

す

る

理

由

は

、

醍

醐

寺

は

数

あ

る

畿

内

顕

密

寺

社

の

中

で

も

、

多

く

の

寺

領

を

東

国

に

有

し

、

東

国

の

寺

社

別

当

職

も

多

く

兼

帯

し

て

い

た

か

ら

で

あ

る

。

さ

ら

に

、

醍

醐

寺

組

織

内

部

の

問

題

に

つ

い

て

も

未

解

明

な

点

が

多

く

存

在

す

る

。

東

西

の

仏

教

界

の

実

態

を

把

握

す

る

た

め

の

前

提

作

業

と

し

て

、

双

方

に

強

い

影

響

力

を

有

し

た

醍

醐

寺

の

諸

院

家

に

つ

い

て

の

基

礎

的

な

事

実

の

解

明

を

目

指

し

た

。 
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第

三

に

、

東

国

醍

醐

寺

領

を

中

心

に

展

開

さ

れ

た

、

東

国

に

存

在

す

る

畿

内

寺

社

領

、

お

よ

び

畿

内

在

住

僧

が

保

持

す

る

東

国

寺

社

別

当

職

を

め

ぐ

る

僧

俗

の

東

西

対

立

に

つ

い

て

検

討

す

る

こ

と

で
あ

る

。
畿

内

在

住

僧
が

、
東

国

寺

社

別

当
職

へ

の

こ

だ

わ

り

を
持

ち

続

け

た

理

由

や
、

寺

社

別

当

職

相

論

の

頻

発

が

東

西

の

仏

教

界

に

ど

の

よ

う

な

影

響

を

与

え

た

の

か

に

つ

い

て

は

、

未

解

明

な

点

が

多

い

。

本

稿

で

は

、

こ

の

課

題

に

取

り

組

む

こ

と

で

、

東

西

の

仏

教

界

の

関

係

の

変

化

に
つ

い

て

究

明

す

る

こ
と

を

目

指

し

た

。 

 

以

上

の
課

題

設

定

の

も

と

、
本

論

は

三

部

一

〇

章
で

構

成

さ

れ

る

。 

第

一

部

「

鎌

倉

顕

密

寺

社

と

武

家

政

権

」

で

は

、

鎌

倉

の

勝

長

寿

院

・

鶴

岡

八

幡

宮

寺

と

東

国

武

家

政
権

（

鎌

倉

幕

府

・

鎌
倉

府

）

の

関

係

に

つ
い

て

考

察

し

た

。 

第

一

章
「
『

吾
妻

鏡

』
以

後

の

鎌

倉
勝

長

寿

院

と

東
国

武

家

政

権

‐

摂

家
・
宮
将

軍

子

弟

僧

の
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位

置

づ

け

‐

」

で

は

、

鎌

倉

後

期

以

降

の

勝

長

寿

院

に

つ

い

て

、

別

当

の

動

向

を

軸

に

検

討

し

た

。

そ

の

結

果

、

勝

長

寿

院

で

は

、

一

三

世

紀

末

以

降

鎌

倉

将

軍

子

弟

僧

の

別

当

職

就

任

が

相

次

ぎ

、

別

当

の

貴

種

性

は

東

国

一

で

あ

っ

た

が

、

一

四

世

紀

末

以

降

に

な

る

と

別

当

の

鎌

倉

不

在

や
、
そ

の

貴

種

性

ゆ

え

に

鎌
倉

公

方

か

ら

警

戒

さ
れ

そ

の

力

が

衰

退

し
て

い

く

と

見

通

し

た
。 

第

二

章

「

室

町

期

日

光

山

（

勝

長

寿

院

）

別

当

考

」

で

は

、

勝

長

寿

院

別

当

が

兼

帯

す

る

下

野

日

光

山

に

伝

わ

る

『

輪

王

寺

文

書

』

等

を

用

い

て

、

室

町

期

の

勝

長

寿

院

別

当

の

動

向

を

東

国

の

戦

乱
と

関

連

づ

け

な

が

ら
検

討

し

た

。
ま

た

第

三

章
「
『

輪

王

寺

文

書
』
に

お

け

る
「

上

様

」

の

語

義

に

つ

い

て

」

で

は

、

中

世

の

『

輪

王

寺

文

書

』

中

に

み

え

る

「

上

様

」

と

い

う

言

葉

の

語

義

が

、
先
行

研

究

で

指

摘

さ
れ

る
「

鎌

倉

公

方

」
で
は

な

く

、「

勝

長

寿

院
（

日

光

山

）
別

当

」

を

指

す

も

の

で

あ

る

と

指

摘

し

た

う

え

で

、

別

当

が

上

様

と

呼

ば

れ

た

背

景

を

、

鎌

倉

公

方

子
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弟

の

別

当
職

就

任

に

見

出

し

た 
第

四

章

「

室

町

期

鶴

岡

八

幡

宮

寺

に

お

け

る

別

当

と

供

僧

」

お

よ

び

第

五

章

「

室

町

期

鶴

岡

八

幡

宮

寺

寺

僧

組

織

の

基

礎

的

考

察

‐

若

宮

別

当

と

二

十

五

坊

供

僧

を

中

心

に

‐

」

で

は

、

室

町

期

の

鶴

岡

八

幡

宮

寺

の

展

開

を

、

八

幡

宮

寺

の

ト

ッ

プ

で

あ

る

若

宮

別

当

と

、

若

宮

別

当

と

も

に

寺

社

経

営

に

あ

た

る

二

十

五

坊

供

僧

と

の

関

係

を

軸

に

、

鎌

倉

府

（

公

方

）

の

存

在

に

も

留

意

し

つ

つ

検

討

を

行

っ

た

。

そ

の

結

果

、

別

当

と

供

僧

の

関

係

は

緊

張

感

を

は

ら

む

も

の

で

あ

り

、

東

密

派

の

別

当

が

、

他

門

派

の

供

僧

の

わ

ず

か

な

過

失

を

と

が

め

て

改

易

処

分

に

追

い

込

み

、

東

密

派

の

供

僧

に

改

め

て

い

っ

た

結

果

、

鶴

岡

八

幡

宮

寺

が

室

町

期

を

通

じ

て

東

密

寺

院

化

し

た

こ

と

、

さ

ら

に

鎌

倉

府

（

公

方

）

と

の

関

係

に

関

し

て

は

、

鶴

岡

別

当

と

公

方

が

時

に

対

立

関

係

に

陥

る

こ

と

も

あ

り

、

両

者

の

関

係

は

必

ず

し

も

良

好

と

は

い

え

な

い

も

の

で

あ
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っ

た

こ

と
を

指

摘

し

た

。 
第

二

部

「

醍

醐

寺

諸

院

家

の

展

開

」

で

は

、

南

北

朝

・

室

町

期

の

醍

醐

寺

三

宝

院

流

・

理

性

院

流

に

属
す

る

院

家

の

展

開

過
程

に

つ

い

て

検

討

し
た

。 

第

六

章

「

南

北

朝

末

期

の

醍

醐

寺

三

宝

院

院

主

と

理

性

院

院

主

に

つ

い

て

‐

宗

助

の

醍

醐

寺

座

主

就

任

の

背

景

‐

」

で

は

、

研

究

が

進

ん

で

い

な

か

っ

た

南

北

朝

末

期

に

お

け

る

醍

醐

寺

の

歴

史

的

展

開

に

つ

い

て

、

至

徳

二

年

（

一

三

八

五

）

の

理

性

院

宗

助

の

醍

醐

寺

座

主

就

任

問

題

を

軸

に

検

討

し

た

。

そ

の

結

果

、

理

性

院

宗

助

は

三

宝

院

院

主

の

側

近

と

し

て

活

動

し

、

そ

の

立

場

を

利

用

し

て

理

性

院

院

主

初

の

醍

醐

寺

座

主

就

任

を

果

た

し

た

こ

と

、

南

北

朝

末

期

の

三

宝

院

院

主

光

助

・

定

忠

期

は

三

宝

院

院

主

の

力

が

非

常

に

衰

え

て

い

た

時

代

で

あ

っ

た

こ

と

を

指

摘

し

た
。 



xliii 

 

第

七

章

「

鎌

倉

末

期

か

ら

南

北

朝

期

に

か

け

て

の

聖

尊

法

親

王

の

動

向

‐

三

宝

院

流

定

済

方

の

分

裂

と

そ

の

影

響

‐

」

で

は

後

二

条

天

皇

皇

子

で

醍

醐

寺

遍

智

院

の

院

主

で

あ

っ

た

聖

尊

法

親

王

と

い

う

人

物

の

動

向

に

焦

点

を

あ

て

、

聖

尊

の

存

在

が

中

世

醍

醐

寺

の

歴

史

に

ど

の

よ

う

に

位

置

づ

け

ら

れ

る

か

を

検

討

し

た

。

そ

の

結

果

、

聖

尊

は

三

宝

院

流

道

教

方

・

同

定

済

方

と

い

う

競

合

す

る

二

門

派

双

方

と

深

い

関

係

に

あ

っ

た

こ

と

、

聖

尊

が

南

北

朝

期

に

三

宝

院

賢

助

の

遺

跡

を

め

ぐ

っ

て

三

宝

院

賢

俊

と

対

立

を

起

こ

し

、

こ

の

対

立

が

、

南

北

朝

末

期

の

一

時

的

な

三

宝

院
衰

退

の

遠

因

と

な

っ
た

こ

と

を

指

摘

し

た
。 

第

八

章

「

中

世

に

お

け

る

醍

醐

寺

理

性

院

流

の

展

開

と

太

元

法

」

で

は

、

基

礎

的

な

検

討

が

不

足

し

て

い

た

中

世

の

醍

醐

寺

理

性

院

流

の

展

開

過

程

を

、

理

性

院

流

相

伝

の

護

国

法

で

あ

る

太

元

法

の

存

在

に

注

目

し

つ

つ

検

討

し

た

。

鎌

倉

期

の

理

性

院

流

は

、

平

安

末

期

に

獲

得

し

た
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太

元

法

別

当

職

を

喪

失

し

、

法

流

も

内

部

分

裂

を

起

こ

す

な

ど

低

迷

し

て

い

た

が

、

南

北

朝

期

に

三

宝

院

賢

俊

の

介

入

に

よ

っ

て

院

主

と

な

っ

た

宗

助

は

、

寺

務

代

と

し

て

醍

醐

寺

座

主

で

あ

る

三

宝

院

院

主

を

支

え

る

と

同

時

に

、

太

元

別

当

職

の

理

性

院

流

へ

の

回

復

も

果

た

し

た

。

以

後

の

理

性

院

院

主

は

こ

の

二

つ

の

地

位

を

保

持

す

る

こ

と

で

存

在

感

を

発

揮

し

て

い

く

こ

と

に

な

り

、

理
性

院

流

の

歴

史

の

中
で

宗

助

期

は

大

き

な
転

換

期

で

あ

っ

た

こ
と

を

指

摘

し

た

。 

第

三

部
「

東

西
顕

密

仏

教

界

の
関

係

性

」
で

は

、
醍

醐

寺
僧

が

兼

帯

し

た
東

国

寺

社

の

諸

職

、

お

よ

び

そ

れ

に

附

属

す

る

所

領

に

関

す

る

相

論

に

注

目

す

る

こ

と

で

、

東

西

仏

教

界

の

関

係

に

つ

い

て

考
察

し

た

。 

第

九

章
「

南

北
朝
・
室

町

期

に
お

け

る

東

国

醍

醐

寺
領

と

鎌

倉

顕

密

仏

教

界

の

展

開

」
で

は

、

東

国

の

醍

醐

寺

領

の

南

北

朝

・

室

町

期

の

展

開

を

概

観

し

た

う

え

で

、

東

国

醍

醐

寺

領

と

鎌

倉
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顕

密

仏

教

界

の

関

係

に

つ

い

て

考

察

し

た

。

そ

の

結

果

、

醍

醐

寺

の

院

主

達

は

鎌

倉

後

期

か

ら

南

北

朝

期

に

か

け

て

東

国

で

活

動

を

展

開

し

、

そ

の

中

で

主

要

な

寺

社

別

当

職

も

獲

得

し

て

い

く

が

、

一

三

六

〇

年

代

以

降

東

国

で

の

祈

祷

活

動

の

重

要

性

が

低

下

し

た

結

果

、

彼

ら

の

下

向

は

な

く

な

っ

た

。

し

か

し

、

別

当

職

は

以

後

も

経

済

的

利

権

と

し

て

京

に

い

る

醍

醐

寺

僧

が

保

持

し

続

け

た

た

め

、

寺

社

経

営

の

在

り

方

な

ど

を

め

ぐ

っ

て

、

東

西

の

仏

教

界

で

武

家

政

権

を

巻

き

込

ん

だ

対

立

が

惹

起

し

た

こ

と

、

ま

た

鎌

倉

の

有

力

顕

密

寺

院

の

別

当

が

上

述

の

理

由

か

ら

、

鎌

倉

に

不

在

と

な

る

中

で

、

一

貫

し

て

別

当

が

鎌

倉

に

あ

っ

た

鶴

岡

八

幡

宮

寺

の

権

威

が

前

代

以

上
に

高

く

な

っ

て

く

る
こ

と

を

指

摘

し

た

。 

第

一

〇

章

「

東

国

寺

社

別

当

職

を

め

ぐ

る

僧

俗

の

都

鄙

関

係

‐

伊

豆

密

厳

院

別

当

職

問

題

を

事

例

に

‐

」

で

は

南

北

朝

・

室

町

期

に

発

生

し

た

伊

豆

密

厳

院

別

当

職

を

め

ぐ

る

問

題

を

事

例
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と

し

て

、

室

町

幕

府

と

鎌

倉

府

の

関

係

の

推

移

、

お

よ

び

三

宝

院

と

報

恩

院

と

い

う

醍

醐

寺

の

二

つ

の

院

家

の

関

係

や

東

国

寺

領

に

対

す

る

認

識

の

差

異

な

ど

に

つ

い

て

検

討

し

た

。

そ

の

結

果

、

先

行

研

究

で

は

両

武

家

政

権

の

対

立

を

象

徴

す

る

事

例

と

し

て

理

解

さ

れ

が

ち

な

密

厳

院

別

当

職

問

題

で

あ

る

が

、

両

政

権

は

合

意

形

成

に

向

け

た

折

衝

も

重

ね

て

お

り

、

む

し

ろ

応

永

二

〇

年

代

後

半

に

両

者

の

折

衝

が

見

ら

れ

な

く

な

っ

た

こ

と

が

、

関

係

悪

化

を

象

徴

す

る

メ

ル

ク

マ

ー

ル

で

あ

る

こ

と

、

醍

醐

寺

側

で

密

厳

院

別

当

職

を

保

持

し

て

い

た

二

つ

の

院

家

（

三

宝

院

、

報

恩

院

）

の

間

に

は

、

密

厳

院

別

当

職

に

対

す

る

認

識

に

差

が

あ

り

、

報

恩

院

が

門

流

由

緒

の

重

職

と

し

て

密

厳

院

別

当

職

を

重

視

し

た

の

に

対

し

、

三

宝

院

が

密

厳

院

別

当

職

を

望

ん

だ

の

は

、
報

恩

院

を

牽

制

す

る
思

惑

が

強

か

っ

た

か
ら

に

す

ぎ

な

い

こ

と
を

指

摘

し

た

。 

そ

し

て

終

章

「

本

稿

の

ま

と

め

と

課

題

」

に

お

い

て

は

、

本

稿

の

ま

と

め

お

よ

び

今

後

の

課
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題

を

示

し
た

。 
本

稿

の

検

討

の

結

果

、

醍

醐

寺

僧

を

は

じ

め

と

す

る

京

の

顕

密

僧

の

行

動

変

化

が

、

鎌

倉

の

顕

密

仏

教

界

の

展

開

に

大

き

な

影

響

を

与

え

た

こ

と

が

指

摘

で

き

る

。

す

な

わ

ち

、

一

四

世

紀

後

半

に

な

っ

て

室

町

幕

府

・

鎌

倉

府

の

自

立

化

が

進

み

、

ま

た

鎌

倉

府

が

鎌

倉

幕

府

の

よ

う

に

京

の

顕

密

仏

教

界

に

人

事

介

入

で

き

る

ほ

ど

の

実

力

を

有

し

て

い

な

か

っ

た

こ

と

も

あ

り

、

京

の

顕

密

僧

は

鎌

倉

を

自

身

の

祈

祷

活

動

の

場

と

す

る

こ

と

は

ほ

ぼ

な

く

な

っ

た

。

し

か

し

、

彼

ら

が

鎌

倉

で

活

動

し

て

い

た

時

期

に

獲

得

し

て

い

た

寺

社

別

当

職

は

、

門

流

相

伝

の

重

職

と

し

て

経

済

的

利

権

も

含

め

て

保

持

さ

れ

続

け

た

。

そ

の

結

果

、

寺

社

や

所

領

の

経

営

を

め

ぐ

っ

て

東

西

仏

教

界

、

武

家

政

権

の

対

立

が

惹

起

し

て

い

く

中

で

、

在

鎌

倉

の

顕

密

僧

達

は

、

京

の

顕

密

僧

の

影

響

力

を

排

除

し

つ

つ

、

鶴

岡

八

幡

宮

寺

別

当

を

中

核

と

す

る

新

た

な

宗

教

体

制

の

構
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築

を

試

み
る

の

で

あ

る

。 
以

上

の

試

論

は

、

一

部

の

顕

密

寺

社

の

検

討

の

み

か

ら

導

き

出

さ

れ

た

も

の

で

あ

り

、

検

証

が

不

十

分

な

点

も

多

い

。

今

後

は

、

禅

律

寺

院

や

神

社

な

ど

に

も

検

討

の

幅

を

広

げ

つ

つ

、

東

西

仏

教

界

そ

れ

ぞ

れ

の

展

開

を

関

連

づ

け

な

が

ら

、

よ

り

包

括

的

に

検

討

し

て

い

く

こ

と

が

課

題

と

な

る
。 

 


